
IMRTの複雑なシステムとIMRT線量検証

ラジオミクスと機械学習を用いた強度変調放射線治療（IMRT）
エラーの自動検出のアウトライン
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・機械学習や深層学習などの技術に精通した情
報工学系・機械システム工学系の研究者の方々
・放射線治療に関心をお持ちの理工系研究者の
方や医療機器メーカーの方々

画像解析、機械学習、深層学習などの技術を
がん医療に応用しようとする野心的な研究であ
り、がん医療の発展に寄与することが期待され
ています。

医学物理学研究室 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/radiation_prof.html?prof_code=PRF0038
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人工知能（AI）技術を用いた安全で高品質な放射線治療の提供

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

がん治療の一つである放射線治療は近年急速な高精
度化を遂げており、特に強度変調放射線治療
（IMRT）と呼ばれる技術を用いるとターゲットとな
る腫瘍への高い線量投与を実現しつつ、腫瘍周辺の正
常な臓器への線量を低減することが可能となりました。
しかし、IMRTは治療計画装置による高精度の線量計
算精度や治療装置（リニアック）のマルチリーフコリ
メータの複雑な動き（機械的精度）などを前提として
いるため、治療の精度に影響を与えるようなエラーの
発生が懸念されます。

IMRTでは、治療の開始前に必ず患者への治療を模
した状況で線量測定を行い（IMRT線量検証）投与線
量の担保を行うことが必要です。しかし、従来の
IMRT線量検証法が十分高い精度でエラーを検出でき
るとは言い難く、いかにエラーを精度良くかつ効率良
く検出するかが課題の一つとなっています。
我々の研究では、医用画像から定量的な特徴を抽出

する手法である「ラジオミクス」をX線平面検出器
（EPID）を用いて撮影したIMRTのX線画像に適用し、
得られたデータを用いて機械学習モデルを構築するこ
とで、IMRTエラーを高い精度で自動検出できるシス
テムの開発を目指しています。また、深層学習（deep 
learning）を応用してエラーの自動検出や線量検証結
果を事前に予測する研究にも取り組んでいます。
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